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中国神華能源股份有限公司との戦略的提携に合意 

 

三菱商事は、石炭生産・販売、発電等を中心とした総合エネルギー企業である神華集団有限責

任公司（神華集団）の中核子会社、中国神華能源股份有限公司（神華能源社、北京市）と提携し、

戦略的な協業可能性を見出すべく正式に協議を始めることで合意しました。 

神華集団は世界最大の石炭生産会社（2006年石炭生産量: 2.35億トン）で、世界八大炭田の一つ

である「神東炭田」などの炭田を有している他、自家用鉄道、港湾を所有し、炭鉱・鉄道・港湾の石

炭サプライチェーンを一貫管理しているのが特徴です。 

神華能源社は、神華集団が73.9％出資する中核子会社で、香港及び上海株式市場に上場してい

ます。 

 

当社は、既に20年以上にわたり神華集団と石炭関連取引（日本向けの石炭輸入取引、鉱山機械

取引等）において極めて良好な関係を築いてきましたが、今年に入り、神華能源社との間で戦略

的提携関係構築を目的とした覚書に調印、さらに小島社長が神華能源社の国際諮問委員会メン

バーに就任するなど、両社の協力関係を強化してきました。 

また、今年 8月には、神華能源社が発行している香港 H株を約 3000 万株購入しました。 

 

その後も両社幹部間の交流を継続して参りましたが、10月 23日から26日の4日間にわたり小島

社長が各グループの経営幹部と共に中国を訪問し、神華能源社の炭鉱及び港湾設備を視察する

と同時に、陳董事長を始めとする神華能源社幹部と今後の重点的取り組みについて意見交換を

行い、環境、炭鉱開発・石炭販売、発電関連機器、機械設備供給等の分野での事業機会を共同

で追求していく事が確認されました。 


